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リコーグループ生物多様性方針 

 

【基本方針】 

私たちは、生物多様性の恩恵を享受するとともに、生物多様性に影響を与えながら事業活動を営んでいることを認識し、人

と自然が共生する社会の実現に向けた活動を積極的に行います。 また、生物多様性と気候変動や資源利用は相互に影響す

ることを踏まえて生物多様性保全に取り組みます。 

 

1. 経営の課題としての取り組み 

生物多様性保全を企業存続のための経営課題の一つと捉え、リコーグループの技術や事業を通じてネイチャーポジテ

ィブ*の実現に貢献します。 

 

2. リスクと機会の把握と改善 

事業のバリューチェーン全体で生物多様性に対する依存・影響を地域ごとに把握、評価、分析するとともに、トレーサ

ビリティを確認し、リスクと機会を特定します。また、生物多様性への影響の回避、最小化、復元・再生という優先順

位を考慮して目標を設定し、改善に取り組みます。  

 

3. ステークホルダーとの協働 

お客様、サプライヤー、ビジネスパートナー、業界団体、国際組織、専門家、行政、NGO／NPO、先住民、および

地域社会を含むすべてのステークホルダーと対話し、相互の発展を目指して協働します。取り組みにおいては、生物多

様性と密接に関わる先住民や地域社会の権利を尊重します。 

 

4. 啓発活動 

経営者の率先した行動と継続的な啓発活動の実施により、すべての役員および従業員の意識向上と行動変容を促進しま

す。 

 

5. 情報開示とコミュニケーション 

自社の目標、活動や成果の具体的な内容の積極的な開示とコミュニケーションにより、社会全体の生物多様性保全へ

の理解と行動の促進に貢献します。 

 

*ネイチャーポジティブ：自然を回復軌道に乗せるため、生物多様性の損失を止め、反転させること 
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